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平成１６年１１月１８日 

各 位 
株式会社Ｔ＆Ｄホールディングス 
（コード番号 8795 東証・大証第一部） 
太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社 
大 同 生 命 保 険 株 式 会 社 
Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社 

 

「平成１７年３月期 中間決算」のお知らせ 

 

 Ｔ＆Ｄ保険グループ（Ｔ＆Ｄホールディングス、太陽生命、大同生命、Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命）

の平成１７年３月期 中間期（平成１６年４月１日～９月３０日）の業績について下記のとおりお知

らせいたします。詳細は、次ページ以降をご参照ください。 

  

契約業績（生命保険会社３社単純合算） 
生命保険会社３社合算の契約業績は概ね順調に推移しました。 
・新契約高は、３兆８,４２１億円、前年同期から０.８％の増加となりました。 
これは、大同生命の個人定期保険、太陽生命の保険組曲がともに好調に推移したことに 
よるものです。 
・解約失効高は、２兆４,９２３億円、前年同期から１０.６％の減少となりました。 
・保有契約高は、５９兆７６億円、前年度末から０.９％の増加となりました。 
 
損益関係（Ｔ＆Ｄホールディングス連結） 
・経常収益は１兆２,１５０億円となりました。 
・経常利益は５８６億円となり、当初の中間業績予想（４２０億円）を上回りました。 
これは、死亡保険金の減少など保険収支が改善したことや、運用収支が改善したことに 
よるものです。 

・中間純利益は２６０億円となり、当初の中間業績予想（２８０億円）より２０億円減少 
しました。 
これは、有価証券・不動産に係る繰延税金資産の回収スケジューリング可能性の判定基準 
を厳格化したことにより過年度に計上した繰延税金資産の一部を取崩したことによるもの 
です。 
（＊詳細は p.3参照） 

以 上 

【お問合せ先】 

株式会社Ｔ＆Ｄホールディングス   総務部（広報担当） 熊谷  寛 ℡ 03-3231-8685 
太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社   広 報 室     長嶺 秀一 ℡ 03-3231-8634 
大 同 生 命 保 険 株 式 会 社   広 報 課     垣本 英彦 ℡ 03-3281-1148 

大阪広報課     市村 秀史 ℡ 06-6447-6258 
Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命保険株式会社      広 報 室     伊藤 隆之 ℡ 03-3593-8100 
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［契約業績（個人保険・個人年金保険）］ 

(単位：億円) 
３社単純合算 太陽生命 大同生命 Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 

 当 中 間 
会計期間 

前 年 
同期比 

当 中 間 
会計期間 

前 年 
同期比 

当 中 間 
会計期間 

前 年 
同期比 

当 中 間 
会計期間 

前 年 
同期比 

新 契 約 高 38,421 0.8%増 14,476 1.3%減 22,342 5.9%増 1,602 31.7%減 
解約失効高 
(解約失効率) 

24,923 
( － ) 

10.6%減 
－ 

6,827 
 ( 4.25%) 

0.3%減 
0.24 ﾎﾟｲﾝﾄ低下 

15,935 
 ( 4.06%) 

12.6%減 
0.58 ﾎﾟｲﾝﾄ低下 

2,159 
 ( 6.89%) 

22.9%減 
1.57 ﾎﾟｲﾝﾄ低下 

(注)１．新契約高には転換による純増加を含んでおります。 
  ２．当中間会計期間の解約失効率は、年換算しておりません。 
   

(単位：億円) 
３社単純合算 太陽生命 大同生命 Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 

 当 中 間 
会計期間末 

前年度末比 
当 中 間 
会計期間末 

前年度末比 当 中 間 
会計期間末 

前年度末比 当 中 間 
会計期間末 

前年度末比 

保有契約高 590,076   0.9%増 165,289  2.8%増 394,541  0.4%増 30,245   3.5%減 
 
 
＜３社単純合算＞ 
・新契約高は、３兆８,４２１億円となり、前年同期から０.８％増加しました。 
・解約失効高は、２兆４,９２３億円となり、前年同期から１０.６％減少しました。 
・保有契約高は、５９兆７６億円となり、前年度末から０.９％増加しました。 
 
 
○太陽生命 
 ・新契約高は、１兆４,４７６億円、前年同期から１.３％の減少。大幅伸展した前年同期(前中間会計期間は３９.

６％増)の水準を維持。 
うち個人保険は、引き続き｢保険組曲｣の販売が好調に推移し、前年同期から０.４％の増加。 

 ・解約失効高は、６,８２７億円、前年同期から０.３％の減少。 
・解約失効率は、４.２５％、同０.２４ポイント低下。 

 ・保有契約高は、１６兆５,２８９億円、前年度末から４,５１０億円、２.８％の増加。 
うち個人保険は、１２兆１,５３９億円、前年度末から５,７５９億円、５．０％の増加。 
 
○大同生命 
 ・新契約高は、主力の個人定期保険が好調に推移し、２兆２，３４２億円、前年同期から５．９％の増加。 
・解約失効高は、１兆５，９３５億円、前年同期から１２．６％の減少。 
解約失効率は、４．０６％、前年同期から０．５８ﾎﾟｲﾝﾄの低下。 
・保有契約高は、３９兆４，５４１億円、前年度末から１，５９３億円、０.４％の増加。 
うち主力の個人定期保険の保有契約高は、３５兆１，８５７億円、前年度末から２，２１５億円、０.６％の増
加。 
 
○Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命 
・新契約高は、１,６０２億円、前年同期から３１.７％の減少。 
・解約失効高は、旧東京生命契約の解約鎮静化により２,１５９億円、前年同期から２２.９％の減少。 
・保有契約高は、３兆２４５億円、前年度末から１,１１２億円、３.５％の減少。 
 うち変額個人年金の保有契約高は１，９６８億円、前年度末から２１７億円、１２．４％の増加。 
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［損益関係］ 

(単位：億円) 
Ｔ＆Ｄﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ連結 太陽生命 大同生命 Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 

 当中間連結 
会 計 期 間 

前 年 
同期比 

当 中 間 
会計期間 

前 年 
同期比 

当 中 間 
会計期間 

前 年 
同期比 

当 中 間 
会計期間 

前 年 
同期比 

経常収益 12,150 － 5,996 3.9%減 5,568 7.1%減 601 44.0%減 
うち保険料等収入 8,846 － 3,941 4.7%減 4,344 9.6%減 561 39.7%減  
うち資産運用収益 1,687 － 903 36.5%減 767 25.6%減 26 79.2%減 

経常費用 11,564 － 5,845 3.2%減 5,093 4.5%減 625 42.7%減 
うち保険金等支払金 9,538 － 4,933 4.2%増 4,225 7.8%減 379 14.6%減  
うち資産運用費用 558 － 297 55.3%減 239 75.9%増 36 1,366.2%増 

経常利益（△損失） 586 － 151 23.9%減 474 28.0%減 △23 26.2%増 
特別利益 30 － 70 527.0%増 76 143.8%増 0 96.6%減 
特別損失 30 － 12 21.6%減 12 75.3%減 5 155.2%増 
契約者配当準備金繰入額 249 － 65 0.8%減 177 0.2%増 5 27.2%増 
中間純利益 260 － 89 24.0%増 131 54.5%減 128 － 
(注)１.Ｔ＆Ｄホールディングスの各数値は連結決算数値のため、生命保険会社３社の単純合算とは一致しない場合があります。 

２.Ｔ＆Ｄホールディングス連結の前年同期比は、前中間連結会計期間の数値がないため、記載を省略しております。 
 
＜Ｔ＆Ｄホールディングス連結＞ 
・経常収益は、１兆２,１５０億円となりました。 
・経常利益は、５８６億円となりました。 
・中間純利益は、２６０億円となりました。 
 
○太陽生命 
 ・保険料等収入は、主に貯蓄性商品の保険料の減少により、３,９４１億円、前年同期から４.７％の減少。 
 ・資産運用収益は、主に有価証券売却益、利息及び配当金等収入の減少などにより９０３億円、前年同期から 

３６.５％の減少。 
 ・保険金等支払金は、団体年金保険の解約返戻金、団体生存保険の満期保険金の増加などにより、４,９３３億
円、前年同期から４.２％の増加。 
・資産運用費用は、主に有価証券売却損の減少などにより２９７億円、前年同期から５５.３％の減少。 
・経常利益は、１５１億円、前年同期から２３.９％の減少。 
・特別利益は、７０億円、前年同期から５２７．０％の増加。増加は主に、Ｔ＆Ｄﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式売却益５８億
円の特殊要因があったため。 
・中間純利益は、８９億円、前年同期から２４.０％の増加。 
 
○大同生命 
・保険料等収入は、主に団体年金保険の減少により、４，３４４億円、前年同期から９．６％の減少。 
・資産運用収益は、主に有価証券売却益の減少により、７６７億円、前年同期から２５．６％の減少。 

 ・保険金等支払金は、主に団体年金保険の支払金の減少や個人保険の死亡保険金の減少により、４，２２５億円、 
前年同期から７．８％の減少。 

・資産運用費用は、主に有価証券売却損および金融派生商品費用の増加により、２３９億円、前年同期から７５．
９％の増加。 

・経常利益は、４７４億円、前年同期から２８．０％の減少。減少は主に、有価証券売却益が減少したため。 
・特別利益は、７６億円、前年同期から１４３．８％の増加。増加は主に、Ｔ＆Ｄﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式売却益５８億
円の特殊要因があったため。 
・中間純利益は、１３１億円、前年同期から５４．５％の減少。減少は主に、経常利益の減少に加え、過年度に
有税処理した有価証券・不動産に係る繰延税金資産の回収スケジューリング可能性の判定基準をより厳格化し
たことなどにより、法人税等調整額が前年同期に比べて１０３億円増加したため。 

 
＊繰延税金資産回収スケジューリング可能性の判定基準厳格化  
・これまで有価証券については、時価が簿価より３０％以上、５０％未満下落した等の際には、有税で評価損を
計上し、併せて繰延税金資産を計上していました。また、低収益不動産についても自己査定により償却する際
には有税で処分損を計上し、売却予定分は繰延税金資産を計上していました。 

・この繰延税金資産に係る将来減算一時差異の回収スケジューリング可能性の判定基準を今年度からより厳格化
した結果、過年度に計上した繰延税金資産の一部(９４億円)について取り崩したものです。 
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○Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命 
・保険料等収入は、主に変額個人年金の新契約減少により、５６１億円、前年同期から３９.７％の減少。 
・資産運用収益は、主に特別勘定資産運用収益の減少により、２６億円、前年同期から７９.２％の減少。 
・保険金等支払金は、主に個人保険の解約返戻金の減少等により、３７９億円、前年同期から１４.６％の減少。 
・資産運用費用は、主に特別勘定資産運用費用の増加により、３６億円、前年同期から１,３６６.２％の増加。 
・経常損失は、２３億円。経常損失となった主な要因は当中間期における３２.５億円の営業権の償却。（営業権
の償却は平成１８年３月期で終了。） 
・中間純利益は、１２８億円。連結納税に係る税効果会計の適用（繰越欠損金含む）により、連結納税制度を採
用しない場合に比べ、１６３億円増加。 
 
 
［総資産］ 

(単位：億円) 
Ｔ＆Ｄﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ連結 太陽生命 大同生命 Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 

 当中間連結 
会計期間末 

前年度末 
比較増減 

当 中 間 
会計期間末 

前年度末 
比較増減 

当 中 間 
会計期間末 

前年度末 
比較増減 

当 中 間 
会計期間末 

前年度末 
比較増減 

総 資 産 129,663 － 62,900 △1,194 59,388 △790 7,002 179 
(注)  １.Ｔ＆Ｄホールディングスの数値は連結決算数値のため、生命保険会社３社の単純合算とは一致しておりません。 

２．Ｔ＆Ｄホールディングス連結の前年度末比較増減は、前連結会計年度末の数値がないため、記載を省略しております。 
 
 
＜Ｔ＆Ｄホールディングス連結＞ 
・総資産は、１２兆９,６６３億円となりました。 
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［その他の指標］ 

(単位：億円) 
３社単純合算 太陽生命 大同生命 Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 

 当 中 間 
会計期間 

前 年 
同期比 

当 中 間 
会計期間 

前 年 
同期比 

当 中 間 
会計期間 

前 年 
同期比 

当 中 間 
会計期間 

前 年 
同期比 

基 礎 利 益 687 3.0%減 190 24.3%減 519 8.1%増 △22 3.5%減 
逆 ざ や 額 318 26.8%増 188 65.4%増 106 0.8%増 23 25.7%減 
 
 

(単位：億円) 
３社単純合算 太陽生命 大同生命 Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 

 当 中 間 
会計期間末 

前年度末 
比較増減 

当 中 間 
会計期間末 

前年度末 
比較増減 

当 中 間 
会計期間末 

前年度末 
比較増減 

当 中 間 
会計期間末 

前年度末 
比較増減 

ｿﾙﾍﾞﾝｼｰ･ﾏｰｼﾞﾝ比率   837.4% 25.9 ﾎﾟｲﾝﾄ低下 989.3% 45.6 ﾎﾟｲﾝﾄ低下 1,451.3% 466.5 ﾎﾟｲﾝﾄ上昇 
実質純資産 10,496 △694 4,078 △440 5,972 △352 445 99 
 
＜３社単純合算＞ 
・基礎利益は、６８７億円となり、前年同期から３.０％減少しました。 
・逆ざや額は、３１８億円となり、前年同期から２６.８％増加しました。 
・実質純資産は、１兆４９６億円となり、前年度末から６９４億円減少しました。 
 
○太陽生命 
 ・基礎利益は、１９０億円、前年同期から２４.３％の減少。 

逆ざや額は、１８８億円、前年同期から６５.４％の増加。 
これらは主に、昨年度の特殊要因（住宅ローン証券化に伴う譲渡益など）がなくなったことによる。なお、同
要因を除外した昨年度との比較では、基礎利益２０億円増加、逆ざや額６億円減少となる。 
・ソルベンシー・マージン比率は、８３７.４％、前年度末から２５.９ポイントの低下。 
実質純資産は、４,０７８億円、前年度末から４４０億円の減少。 
これらは主に、株価下落などによりその他有価証券の評価差額が減少したことによる。 
 
○大同生命 
 ・基礎利益は、５１９億円、前年同期から３９億円の増加。増加は主に、個人保険の死亡保険金が減少したため。 
・逆ざや額は、１０６億円となり、前年同期とほぼ同水準。 
・ソルベンシー・マージン比率は、９８９．３％、前年度末から４５．６ポイントの低下。 
実質純資産は、５，９７２億円、前年度末から３５２億円の減少。 
これらは主に、株価下落などによりその他有価証券の評価差額が減少したことによる。 
 
○Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命 
・基礎利益は、営業権償却により△２２億円。 
・逆ざや額は、一般勘定の運用収支増加により２３億円、前年同期から２５.７％の減少。 
・ソルベンシー・マージン比率は、１,４５１.３％、前年度末から４６６.５ポイントの上昇。 
実質純資産は、４４５億円、前年度末から９９億円の増加。 
これらは、連結納税に伴う税効果による資本等の増加のため。 
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［差損益関係］ 

(単位：億円) 
３社単純合算 太陽生命 大同生命 Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 

 当 中 間 
会計期間末 

前年度末 
比較増減 

当 中 間 
会計期間末 

前年度末 
比較増減 

当 中 間 
会計期間末 

前年度末 
比較増減 

当 中 間 
会計期間末 

前年度末 
比較増減 

有価証券差損益 3,250 △1,010 1,177 △511 2,058 △496 13 △2 
うち公社債 964 △29 142 6 804 △44 17 8 
うち株式 1,718 △659 781 △288 936 △370 0 △0 

 

うち外国証券 344 △145 245 △172 111 30 △12 △4 
土地等の差損益 △222 △9 △93 △3 △128 △5 － － 
(注)１．有価証券差損益については、有価証券のうち時価のあるものを記載しております。また、金銭の信託内で保有する有価

証券のうち、売買目的有価証券以外のものの差損益を含めて記載しております。 
２．太陽生命の有価証券差損益の前年度末比較増減は、内外株式の時価および外貨建資産の為替を、前会計年度末は平成
16 年３月の月中平均、当中間会計期間末は期末時点により算出しております。 

３．太陽生命の土地等の差損益は、公示価格等をもとに算出しております。 
４．大同生命の土地等の差損益は、原則として鑑定評価額（重要性の低い物件等については公示価格）をもとに算出してお
ります。 

 
＜３社単純合算＞ 
有価証券差損益は、３,２５０億円となり、前年度末から１,０１０億円減少しました。 
 
 
○太陽生命 
 ・有価証券差損益は、１,１７７億円、前年度末から５１１億円の減少。 
   
○大同生命 
 ・有価証券差損益は、２，０５８億円、前年度末から４９６億円の減少。 
   
○Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命 
・有価証券差損益は、１３億円、前年度末から２億円の減少。 

   
これらはいずれも、主に株価の下落により株式の評価差額が減少したことによります。 
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（参考）平成 17 年３月期通期業績予想 
 
○Ｔ＆Ｄホールディングス 
 
（連結） 
  当中間連結会計期間の業績を踏まえ、平成 17 年３月期の通期業績予想を次のとおり修正いたします。 
 
 （単位：億円） 

 
前回発表予想（A） 
（平成16年５月19日） 

今回修正予想（B） 増減額（B－A） 
増減率 
（％） 

経常収益 23,200 23,030 △170 △0.7 
経常利益 960 1,070 110 11.5 
当期純利益 480 400 △80 △16.7 

 
（単体）  
  前回発表予想からの修正はありません。また、１株当たり年間配当金（45 円）についても修正はありません。 
 
 （単位：億円） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 
通期 260 210 220 

 
○生命保険会社３社（単体） 
 
 生命保険会社３社の当中間会計期間の業績を踏まえ、平成 17 年３月期の通期業績予想を次のとおり修正いたし
ます。 

 （単位：億円） 

 太陽生命保険 
株式会社 

大同生命保険 
株式会社 

Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 
保険株式会社 

経常収益 11,390 
（  －） 

10,540 
（  60） 

1,360 
（△230） 

経常利益 240 
（  －） 

880 
（ 120） 

△50 
（ △10） 

当期純利益 60 
（  －） 

310 
（  －） 

110 
（  －） 

（注）括弧内は平成 16 年５月 19 日公表の通期業績予想からの増減額であります。 
 

（単位：億円） 

 ３社単純合算 太陽生命保険 
株式会社 

大同生命保険 
株式会社 

Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 
保険株式会社 

基礎利益 1,250 
（90）

310 
（－）

980 
（100）

△40 
（△10）

保険料等収入 17,490 
（△80）

7,640 
（－）

8,670 
（80）

1,180 
（△160）

逆ざや額 740 
（30）

430 
（－）

270 
（30）

40 
（－）

46,000 
（－）

3,030 
（△2,040）

うち個人定期保険 うち変額個人年金 新契約高 79,030 
（△2,040）

30,000 
（－）

44,200 
（－）

580 
（△180）

394,700 
（－）

29,260 
（△1,820）

うち個人定期保険 うち変額個人年金 保有契約高 595,260 
（△1,820）

171,300 
（－）

354,400 
（－）

2,290 
（△170）

解約失効率（％） － 8.9  
（－）

8.5  
（－）

12.9  
（△0.5 ﾎﾟｲﾝﾄ）

（注）１．括弧内は平成 16 年５月 19 日公表の通期業績予想からの増減額であります。 
２．新契約高、保有契約高及び解約・失効率は、個人保険と個人年金保険の合計であります。また、新契約高には
転換による純増加を含みます。 

 
 
 
 

※実際の業績は、今後様々な要因によって、上記業績予想と大きく異なることがあります 


